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The authorshavebeenconductingstudiesonthereduction ofexhaustemissionsuslngahigh  
SPeeddieselenginewithaboreofllOmmandamaximumspeedof250Orpm．Byapplyingcomposite  
COuntermeaSureS COnSisting of舌veitems：1）timing retard，2）optimization of fuelinjection  
SyStem，3）water－in－Oiltype emulsified fuel，4）application ofignitionimprover and 5）an  



























確に把握するため，簡内圧力を基本とした燃焼モード，   
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Type  Hole No．  Hole 工）i□．  A「e（］Rc］tio   
5A  5  0．51（m）   1．00   
qB  q  0．52 〃   0．85   
5B  5  0．29 ′′   0．88   
6B  6  0．26 〃   0．8上1   
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CA（d（勺）   
図2 燃焼モード（噴射時期変化）   
≠⇒」文献（7）の方法に従って，予混合燃焼域の空気過剰率んを   
仮定し、実測の局内圧力から求まる筒内平均ガス温度7もけ，   
勲発生率（将／dβを用いて燃焼域断熱燃焼温度T、を求め，  
このr、と初期酸素および窒素モル敷からNOl生成率   
dNOJ／〟βおよぴその生成期問仇。∫で積分したNO∫生成量   
（mo】）を算定する．NOヱ生成量と排ガス重量Gむ左から算定   
されるNO∫濃度（ppm）が実測値と0．5％の精度で一致する  
までんノを変化して繰返し計算を行う．なお，任意のクランク   
角における燃料を含むガス重量の算定のため，実測の噴射圧  
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図1機関性能（噴射時期変化）  
高速ディーゼル機関の燃焼と排気に関する研究（第1報）   508  
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図4 機関性能（水添加率およびノズル啓開圧力変化）  
FuelA40・（0－20●／○）HJO．し0⊂ld85％  
Nozヱ1e5A．Ts＝40℃．Tc2こ80●C  RほIAlO．しoqd85●／。  
屯＝40●C．Tc2＝80●C   
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CA（dヶg）   
図5 燃焼モード（水添加率変化）  
0．7（）   088  1CO Ar印⊃Fbtb   
（5C） （繋） （5A）（NoコkTypF）  
図3 機関性能（ノズル変化）  
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図8 機関性能（給気圧力変化）  
00Z O8  つ，2  
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図9 NOr特性（給気圧力変化）   
一10   T【X：  10    ZO   ：iO  
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図7 燃焼モード（着火促進剤添加）  
高速ディーゼル機関の燃焼と排気に関する研究（第1報）  510   
ションおよび噴霧先端空気過剰率はそれぞれ増加し，  
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Wqte「q＝qntity（v0l●ん）  
図13 燃焼期間，排気温度および煙濃度  
土ヰ∠着火時の噴霧先端空気過剰率んは，あくまで和栗らの式日  
から推定される値で，噴霧先端断面内の平均過剰率である．   
図11の場合その値は1．0より」、さいが文献（7）の方法によ  
って算定される予混合燃焼域の空気過剰率人。は人の約2倍   
程度ですべて1．0以上であった．   









対策項目 具体的対策  NOr低減量（ppm）  
1 噴射時期遅延1lO→90BTDC  230  
2 開弁圧力上昇220→250bar  120  
3 水添加乳化油水20％添加  140  
4 着火促進剤 ⅩBO．8％添加  50  








































































































































8：旧  1∝旧  14（X）  
NOよ（ppm）  
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剰率の増大に寄与している．   
一方，ブースト圧を上昇すると着火遅れが短くなる  
し空気密度が増加するため，ペネトレーションが減少  
する．したがって噴霧先端空気過剰率はかえってわず   
高速ディーゼル機関の燃焼と排気に関する研究（第1報）  512   
かではあるが減少する傾向になると考えられる．本案  始したばかりでデータの蓄積が少ないため正確な議論  
験の場合，ブーストによるNOェ生成量の変化は小さ  はできないが，ヂクロールメタン溶解成分をSOFと  
く，NO∫濃度の減少は希釈効果と判断した．  すれば，SOFは水添加によって減少する傾向はない  
（2）現在NOェと合わせて排気微粒子の計測を開   ようである．  
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